
40
虐待を防止するため、職員の研修機会を

確保する等、適切な対応をしている
12

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を

行うかについて、組織的に決定し、子ど

もや保護者に事前に十分に説明し了解を

得た上で、放課後等デイサービス計画に

記載している

9 3

古い身体拘束に関する指針を整備しなお

し、内部で共有するとともに、その内容

を説明していくことに切り替える。

42
食物アレルギーのある子どもについて、

医師の指示書に基づく対応がされている
6 5

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内

で共有している
10 2 これまで通り、職員会議で共有する。

非
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応


